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1. 案件概要
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区 分 概 要

１．検討項目 内航船による外貿コンテナフィーダー手続

２．変更要望 内航船によって保税運送する外貿コンテナ貨物についての搬出入業務が無いため、「CY搬出確認登録
(CYO)」業務、「CY搬入確認登録(CYA)」業務によりコンテナ1本毎の登録が必要である。本船単位の搬
出入業務を設けてほしい。

３．次期仕様 内航船単位に複数コンテナの積込(搬出)登録および陸揚(搬入)登録が可能な業務を新設する。

第17回WGより再提示



2.仕様変更の概要

現行仕様概要
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※内航船の船舶コード等の入力はない

次期仕様概要
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陸揚(CY搬入)登録を可能とする

積地の登録情報を利用したコン
テナ番号の呼出しを可能とする

2
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3. 次期仕様 業務実施パターン

パターン 積地 揚地 留意事項

新規業務のみ

次期想定運用
積地で新規業務によって搬出処理
を実施すると揚地において本船単
位の処理が可能

既存業務のみ

現行運用
社内システム等の理由により、新
規業務の対応ができなくとも、現行
のCYO/CYA業務での処理も可能

積地：既存業務

積地でCYO業務により搬出したコ
ンテナは内航船に積載された状態
とならないため、揚地で本船単位の
新規業務を実施の際に呼出し
CYU11業務の実施不可のため、
コンテナ番号の入力が必要

揚地：既存業務
積地で新規業務を実施した場合
揚地で既存業務、新規業務いず
れも実施可能
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※新規業務の利用も可能
その場合は「新規業務のみ」
パターンと同様
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※新規業務の利用も可能
その場合は「積地：既存
業務」パターンと同様
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次期仕様 詳細



3. 次期仕様
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スペース：登録
1：取消し

「船舶基本情報等事前登録(内航)新規登録
(WBX51)」業務で登録された内航船の船舶コー
ドを入力
システムに登録されていない船舶の場合は、コード
欄に「9999」を入力し、名称を必須で入力

コンテナまたは貨物を照会した場合、当該
項目の入力値を運送先、搬出日時として出
力する

コンテナ番号は1送信で最大
100件登録可能

NACCS

多数件業務
多数件業務

多数件業務

CYL処理処理結果
通知情報

多数件処理中である旨の
ワーニングを返却

多数件業務

・
・
・

内部処理にてコンテナ単位に
CYO業務相当の処理を行う

内航船フィーダー運送積込登録(CYL) 業務
内航船単位(船舶コード+船名＋航海番号＋積地CY＋揚地CY)に、コンテナの積込(搬出)登録を行う。

入力仕様

登録 呼出 登録

積地 搬出

(新規)
内航船フィーダー運送
積込コンテナ情報

(新規)
エラー通知情報

揚地CYに対し、新規帳票で対象
のコンテナ情報を出力

多数件業務処理の終了後、エラー
通知情報を必須で出力（全件正常
処理した場合はNONを出力）

(既存)
コンテナ
通知
情報

(SAT024)



3. 次期仕様
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内航船フィーダー

運送積込登録

CYL(仮)

積地 揚地

内航船フィーダー運送
積込コンテナ情報

内航船フィーダー
運送陸揚登録

CYU(仮)

積地CYでのCYL業務を契機に、揚地
CYに新規帳票を出力する。
揚地CYでは、当該帳票をもとに、CYU
業務を登録する。

出力仕様

登録 呼出 登録

積地 搬出

輸出、仮陸揚の場合、揚地のCYL業務の
入力で必要となる外航船の積込船舶情報
等を出力。

コンテナ
通知
情報

(SAT024)



　CYU11 内航船フィーダー運送陸揚登録呼出し － □ ×

　ファイル(F)　表示(V)

内航船船舶＊ -

内航船航海番号＊

入港年月日＊

陸揚日時＊ -

輸入コンテナ一括処理 Y

NACCSMARU

123S

2025/12/03

2025/12/04 10:30

3. 次期仕様
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輸入コンテナは、呼出しを行うことなく、一括処理
が可能。一括処理を行う場合は「Y」を入力。
輸出、仮陸揚コンテナの場合は、CYA業務と同
様に、外航船の積込予定船舶の入力が必須と
なるため、呼出しが必要となる。

コンテナまたは貨物を照会した場合、当該
項目の入力値を搬入日時として出力する。

内航船の船舶情報を入力することで、CYL業務
で登録されたコンテナのうち、入力者のCYが揚地
CYとして登録されているコンテナ情報を呼出す。

内航船フィーダー運送陸揚呼出し(CYU11) 業務
<呼出し処理>
・CYU業務に先立ち、内航船単位(船舶コード+船名＋航海番号＋揚地CY)に陸揚するコンテナ番号の呼出しを行う。
・CYL業務で登録されたコンテナのうち、入力者のCYを揚地とするコンテナ番号を内航船単位に呼出す。
<一括処理>
・CYL業務で登録されたコンテナのうち、入力者のCYを揚地とするコンテナ番号を呼び出すことなく、内航船単位に一括で内部処理する。

登録 呼出 登録

揚地 搬入



3. 次期仕様
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CYL業務の登録がなく、呼出
しされないコンテナがある場合
は直接入力が可能。

輸出、仮陸揚コンテナの場合は、登録され
ている外航船の積込予定船舶を出力。
訂正が必要な場合は、上書き訂正が可能。

陸揚しないコンテナがある場合
は、「X」を入力。

輸出→仮陸揚→輸入の順で
ソート出力。

コンテナまたは貨物を照会した場合、
当該項目の入力値を搬入日時として

出力する

入力仕様

揚地 搬入

内航船フィーダー運送陸揚登録(CYU) 業務
・内航船単位(船舶コード+船名＋航海番号＋揚地CY)に、コンテナの陸揚(搬入)登録を行う。
・CYL業務で登録されたコンテナのうち、入力者のCYを揚地とするコンテナの陸揚登録を行う。
・CYL業務で登録されないコンテナ(従来通り、「コンテナ搬出確認登録(CYO)」業務で搬出確認されたコンテナ)についても、
フィーダー運送により陸揚した旨の登録を可能とする。この場合、CYU11業務によるコンテナ番号の呼出しは不可となるため、
コンテナ番号を直接入力する必要がある。

登録 呼出 登録

NACCS

多数件業務
多数件業務

多数件業務

CYU11or
CYU処理処理結果

通知情報

多数件業務

・
・
・

内部処理にてコンテナ単位に
CYA業務相当の処理を行う

入力者に対し、新規帳票で処理済のコンテナ情報を出力

呼出し
結果画面
（継続）

対象コンテナが100件以
上ある場合は、継続して
呼出し結果画面を返却

多数件処理中である旨
のワーニングを返却

(新規)
内航船フィーダー運送
陸揚コンテナ情報

(新規)
エラー通知情報

多数件業務処理の終了後、エラー
通知情報を必須で出力（全件正常
処理した場合はNONを出力）



3. 次期仕様
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内航船フィーダー
運送陸揚登録

CYU(仮)

揚地CYのCYU業務を契機に、入力者に新
規帳票を出力する。
当該帳票をもとに、陸揚対象コンテナの不足
有無を確認する。

積地でのCYL業務が未実施(既存CYO業務
で搬出)のコンテナは、コンテナ番号の右欄に
「*」を出力する。

出力仕様

登録 呼出 登録

揚地 搬入


